
　平成17年５月の日置市誕生から10年が経過しました。

　本市はこれまで、平成18年度を初年度とし、平成27年度を目標年度とする第１次日

置市総合計画を策定し、その実現を図るために、７つの分野別振興方向と４地域ごと

の振興方向に基づき、まちづくりを進めてまいりました。　

　しかし、長期的なデフレ経済による国・県及び本市産業の停滞や少子高齢化に伴う

就業人口の減少、社会保障費の増大などが大きな課題となっています。また、市民の

行政運営への参画意識が高まり、市民意識や市民ニーズも高度化・多様化していま

す。

　第２次日置市総合計画の策定に当たりましては、同計画企画委員会が、第１次日置

市総合計画の成果と課題を分析し、また、市民まちづくりアンケート調査の分析結果

や日置市地域審議会、日置市総合計画審議会の委員皆さまのご意見・ご提案などを参

考として、進めてまいりました。

　第２次日置市総合計画では、「住んでよし　訪ねてよし　ふれあいあふれるまち　

ひおき」を将来都市像とし、県都鹿児島市と隣接する地理的特性を生かしながら、各

産業の振興や交流及び定住人口の増加を図ることによって、全国的な少子・高齢化や

人口減少化の課題に対処したいと考えております。

　今後におきましては、この計画に基づいて、日置市のさらなる発展を目指してまい

りますので、市民の皆さまには、なお一層のご理解とご協力をよろしくお願い申し上

げます。

　結びに、本計画の策定に当たりまして、長期間にわたりご審議を賜りました両審議

会委員の皆さまをはじめ、貴重なご意見やご提案を賜りました日置市議会議員、日置

市民の皆さま方に対しまして、心から厚くお礼を申し上げます。

　平成28年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日置市長　

「住んでよし  訪ねてよし 
　　ふれあいあふれるまち ひおき」

を目指して
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日　置　市　章
　市章は、日置市の平仮名の頭文字「ひ」の文字
をイメージしたもので、中心の赤い丸は南国の太
陽を、「ひ」の文字をかたどるブルーの曲線は、
日本三大砂丘吹上浜を代表する豊かな自然と悠久
の歴史や文化を象徴し、日置市が歴史や自然との
調和を生かした都市づくりをめざし、未来へ羽ば
たこうとする躍動感を表現しています。

日置市の市花・市木

◇　市花　「うめ」
　うめは、バラ科の落葉高木で四
君子（蘭・菊・梅・竹）の一つと
して、気品と気高さを象徴し、古
くから教育や文人精神を表した植
物とされ、日置市との歴史的なつ
ながりも深く、広く日置市民に親
しまれる花として制定されました。

◇　市木　「クロマツ」
　クロマツは、松科の常緑高木で力
強い生命力を持ち、青々とした松林
は日置市が有する白砂青松の吹上浜
で身近に感じることができます。歴
史を刻みながらたくましく発展する
日置市を表し、これからも市民に親
しまれる木として制定されました。



一　

悠
久
の
歴
史　

受
け
継
い
で

　
　

風
雨
に
耐
え
る　

黒
松
に

　
　

思
い
重
ね
る　

ふ
る
さ
と
よ

　
　

人
創
り　

夢
創
り

　
　

光
り
輝
く　

日
置
市
は

　
　

溢
れ
る
笑
顔
が　

似
合
う
ま
ち

二　

吹
上　

砂
丘　

薩
摩
焼

　
　

心
を
癒
す　

湯
煙
に

　
　

明
日
の
幸
せ　

夢
馳
せ
る

　
　

梅
香
り　

風
薫
り

　
　

ロ
マ
ン
漂
う　

日
置
市
は

　
　

煌
め
く
自
然
が　

薫
る
町

三　

面
影
残
る　

街
道
に

　
　

妙
円
寺
詣
り　

ま
つ
り
う
た

　
　

想
い
伝
え
て　

花
と
咲
く

　
　

夢
ひ
ら
き　

明
日
拓
き

　
　

若
さ
煌
め
く　

日
置
市
は

　
　

明
る
い
未
来
に　

翔
け
る
ま
ち

日　置　市　民　歌
「光り輝く日置市」

作詞　石井　昭吉／作曲　藤島　昌壽



日置市イメージキャラクター「ひお吉くん」
　日置市10周年を機に、市の情報及び魅力を市内外に効果的に発信し、市民の一
体感の醸成、郷土への愛着を深めるとともに、観光面の誘客促進を図ることを目
的として誕生しました。

◇プロフィール
・愛称　ひお吉くん（本名　日置大吉）
・誕生日　５月１日（日置市制発足日と同じ）
・性格　やんちゃで明るく好奇心旺盛。人情に厚く、とても人懐っこい。
・お仕事　日置市魅力発信 PR係に任命されている。
・将来の夢
　島津義弘公のように洞察力が鋭く、勇ましくかっこいい男になること。
　多くの人と出会いたくさんのお友達をつくること。
　そして、日置市はもとより、県内外に飛び出し、日置市の良いところをいっ
ぱい PRして、日置市の知名度をこれまで以上にUPしたいと思っている。
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